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藤枝市教育委員会 令和２年１０月定例会会議録 

 

１ 開 催 日  令和２年１０月２２日 

 

 

２ 場 所          藤枝市役所西館５階大会議室 

 

 

３ 会議に附した事項  （別紙のとおり） 

 

 

４ 出 席 委 員 

 

教 育 長          中 村 禎 

 

教育長職務代理者  浅 井 好 美   委 員          山 田 美 穂 子 

 

委 員          牧 田 伸 明   委 員          野 中 進 

 

 

５ 欠 席 委 員 

 

 

６ 出席した事務局職員 

 

教 育 部 長  安 達 剛 正   教 育 政 策 課 長    杉  原  一  行 

 

  学 校 教 育 監  梶 川 佐 知 子   主 席 指 導 主 事  三 須 貞 佳  

 

学 校 給 食 課 長   杉 本 尚 仁   生涯学習課課長   小 川 聡  

 

図 書 課 長  杉 本 守     

 

 

 

総 務 係 長    小 澤 峰 樹   書 記  谷 光 美 和 
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教育委員会 令和２年１０月定例会 

日 時 令和２年１０月２２日 午前１０時００分 

場 所 藤枝市役所西館 5 階第 4 委員会室 

 

 

１ 開       会  午前１０時００分 

 

 

２ 会議録署名委員氏名  山田美穂子委員、浅井好美委員 

 

 

３ 日程第１ 諸般の報告 

 

 

学校教育監  １ 令和 2 年度 志太榛原地区中学校総合体育大会結果を報告します 

  

生涯学習課長 １ 令和 3 年成人式について         

１ サイエンスキッズ育成事業「あつまれ！ふしぎひろば」を開催します 

 

図書課長   １ 藤枝市子ども読書活動推進計画（第四次）の策定について 

１ 第 13 回よむゾーくん大賞の作品を募集します 

 

 

 

 

４ 開       会  午前１１時３０分 
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教育委員会 令和２年１０月定例会 

 

日 時  令和２年１０月２２日 午前１０時００分 

場 所 藤枝市役所西館 5 階第 4 委員会室 

 

 

 

開  会   午前１０時００分 

 

 

教育長      ただいまから藤枝市教育委員会１０月定例会を開会します。 

それでは会議録署名委員を指名します。会議録署名委員に、山田美穂子委員、

浅井好美委員を指名します。 

 

日程第１     諸般の報告   

  

 

教育長      これより日程第１に入ります。日程第１、諸般の報告について、学校教育監か

ら順にお願いいたします。 

 

学校教育監    １ 令和 2 年度 志太榛原地区中学校総合体育大会結果を報告します 

         ●コロナ禍において、本年度の中学校総合体育大会は中止となり、その代替と

して、志太榛原地区中学校総合体育大会を開催。 

         コロナ禍で中体連が中止となったため、今までの子どもたちの練習の成果を発

揮する場をということで、種目ごとに大会を開催。 

         新型コロナウイルスの感染予防が、最大の課題となっていたため、種目に合っ

た感染対策を万全にとりながら競技を行った。保護者の参観も原則なくし、入

場制限を設け、ブロックを増やし、小規模の大会を増やしながら行った。         

大会後体調を崩す生徒もおらず、無事に終了することができた。 

 

生涯学習課長   １ 令和 3 年成人式について 

         ●「式典時間短縮」等新型コロナウイルス感染症対策を十分に行い、実施する。 

         ・日程 令和３年１月１０日（日）午前１０時３０分～午前１１時００分 

         ・実施方法 中学校区ごとの分散方式（市職員による運営） 

         ・アトラクションや、交流タイムについては、設けない 

 

日程：令和 3 年 1 月 10 日（日） 午前 10 時 30 分～午前 11：00 分 

実施方法：中学校区ごとの分散方式（市職員による運営） 

運営体制：統括、統括補佐、受付、進行、保安・誘導、音響・映像、 

駐車場に総勢 200 名の職員を配置して行う。 

対象：1,336 人（令和 2 年 8 月末日現在） 

会場：生涯学習センター、藤の瀬会館、市民ホール岡部及び 

中学校体育館（7 地区）  

インスタグラムの活用により市内又は中学校区ごとの写真をまとめて見るこ

とができる場を提供。 

         会場の模様をスライドショーにして「藤枝ちゃんねる」で配信。    

          安全対策：参加者には、14 日前からの検温と健康チェック及び当日の問診票提

出を義務付け、接触確認アプリ COCOA のインストールを要請 
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           入場時の検温、消毒、座席間隔の確保、会場内の換気、マスク着用の徹底等を

実施 

          静岡県が 12 月に公表する「新型コロナウイルス警戒レベル」と「レベル毎の 

行動制限」に基づいた対応を行う。 

           入場時の混雑を避けるため、記念品・パンフレット・問診票（兼入場券）は事

前配布する。 

            新成人のご家族等の入場はご遠慮いただく。 

           従事者は出勤前の検温、マスク・フェイスシールドの着用、手指の消毒、手袋 

の装着、終了後の手洗いうがいを徹底する。 

            式典終了後は会場床、壁、椅子、各用具、トイレなどの消毒を委託業者により

徹底して行う。 

   

         １ サイエンスキッズ育成事業「あつまれ！ふしぎひろば」を開催します 

         ●科学を身近に感じ、楽しく学べる体験の機会を通して、子どもたちの科学に

対する興味・関心を高めるきっかけとするため、静岡県中部２町の科学館や学

校などの出展者が集合して実験や工作を行う静岡市主催のサイエンスキッズ

育成事業「あつまれ！ふしぎひろば」の会場を本市に誘致し、リモートにより

静岡市と連携して行う 

 

開催日時：令和２年１１月２２日(日)   

① 午前の部 １０時～１２時 ②午後の部 １４時～１６時  

開催場所：藤枝会場 藤枝市産学官連携推進センター（BiVi キャン） 

         静岡会場 静岡科学館る・く・る 

参加対象：小・中学生とその保護者（各回５０名） 

 

内容（予定）：「静岡科学館る・く・る」、「ディスカバリーパーク焼津」、「吉田

中学校科学部」、「静岡農業高校生き物係」、「静岡市立高校科学部」など中部５

市２町エリアの出展者が、藤枝会場と静岡会場の２会場の参加者を対象に工作

や実験ショーをリモートで実施する。 

 

図書課長     １ 藤枝市子ども読書活動推進計画（第四次）の策定について 

●平成２８年３月策定の藤枝市子ども読書活動推進計画（第三次）の期間満了

に伴い、今後５年間の本市の子ども読書活動に関する施策の総合的かつ計画的

な推進を図るため、現状と課題を踏まえて、現計画の内容を見直し、新たに第

四次計画を策定する 

 

根拠法令：子どもの読書活動の推進に関する法律（H13.12月施行） 

国：子ども読書活動推進基本計画を策定しなければならない。（第８条） 

県：国の基本計画を基本に県子ども読書活動推進計画の策定に努める。（第９

条） 

市：国の基本計画、県の推進計画を基本に市の子ども読書活動推進計画の策定

に努める。（第９条） 

 

計画期間：令和３年度から令和７年度まで（５か年） 

基本理念：『読書の力で未来を切り拓く！ 心育む ふじえだっ子』 
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基本方針・成果指標                         ※はＲ元年度数値 

 

 

 １ 第 13 回よむゾーくん大賞の作品を募集します 

         ●「藤枝市子ども読書活動推進計画」の一環として、平成２０年度より開催し

ている事業であり、誰かに読んでもらいたいと思った本をイラストと文章を用

いて紹介し合うことで読書活動の機会拡大を目指します 

 

応募資格：藤枝市内に在住もしくは通学している小学生・中学生・高校生 

         募集期間：令和２年１０月２３日（金）から令和３年１月８日（金）まで 

         応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、応募箱に投函または駅南図書館宛

に郵送 

応募作品は１人１点まで、オリジナル作品に限ります。 

※応募用紙と応募箱は市内３図書館と市内の小・中・高校に設置済み 

         表彰：小（低・高学年）、中、高校生の４部門に分けて表彰を行います。 

         部門毎に、市長賞・教育長賞・図書館協議会長賞を各１点選考します。 

         この他、入選として部門ごとに若干数を選考します。 

※表彰式は令和３年２月２２日（月）を予定 

入賞作品の取り扱い：応募作品の著作権は作者に帰属するが、図書館の広報等

を目的とした印刷、展示、Web 等で発表する権利は市が保有することとします。 

入賞作品は紹介された本と合わせて駅南図書館で展示するとともに、冊子化 

して参加校、受賞者に配布すると同時に電子化し広くアピールします。 

 

 

参考） 応募人数：Ｒ１･･･１，７５３人  Ｈ３０･･･２，４５２人 

 

教育長      ではこれより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

浅井委員     コロナウイルス感染症対策として色々な工夫をして策を進めてくださり、子ど

もたちも今しかない時期を逆境に負けない生き方を学びながらコロナ禍を過

ごしていると思います。 

子ども読書活動推進計画の中で２つ質問があります。１つ目は基本方針・成果

指標の中の学校における読書活動のサポートで、図書標準を達成している学校

の数についてですが、図書標準は蔵書数のことだと思うのですが、毎年予算が

基本方針 主な成果指標 Ｒ２（現状） Ｒ７（目標） 

家庭における読書

活動の普及 

１か月の読書冊数 

 

小学生 6.7冊 

中学生 3.6冊 

8冊 

5冊 

幼少期の読書活動

の啓発 

読書っ子育成事業を活用している幼稚園・保

育所等の数 24園 28園 

学校における読書

活動のサポート 

図書標準を達成している学校の数 小学校 16校 

中学校 6校 

17校 

10校 

地域における読書

の環境整備 

 

児童図書の蔵書冊数 

（12歳以下の子ども 1人あたり） 
10.0冊※ 11冊 

児童図書の年間貸出冊数 

（12歳以下の子ども 1人あたり） 
23.7冊※ 26冊 

啓発・広報等の推進 読書週間、「子ども読書の日」等に、行事に

取り組んでいる学校の数 

小学校 15校 

中学校 4校 

17校 

12校 
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あると思いますが、全部の学校が達成していない理由をお聞きしたいです。 

         ２つ目は地域における読書の環境整備の数値は、地域の図書館と学校図書館を

合わせて算出されているのかをお伺いしたいです。 

 

図書課長     まず図書標準についてですが、なぜこの指標が計画に記載されているかといい

ますと、国・県で使用している指標で、比較という意味を含めて記載しており

ます。図書標準自体は義務公立小中学校のみの基準となりますので、対象に私

立の学校や高校は含まれておりません。 

図書標準の数は、前回よりは増加しております。図書標準の算出方法が、学級

数で算出するため、昨今少子化や地理的な問題でちょうどその境目で大きく計

算がかわってしまう学校が出てきます。決して蔵書が減っているということで

はなく、計算方法の中で変わってしまっているという印象を持っています。 

         もう一点の地域における読書活動の冊数ですが、公立図書館での利用数をベー

スに市立図書館や交流センター図書室あるいは移動図書館車で使用した冊数

から算出しております。 

 

浅井委員     貸出冊数については、色々なところへ貸出をして努力をしていただいており、

それによって１２歳以下の子ども達が色々な本に接することができるように

積極的に働きかけて下さっていて、ありがたいと思っております。 

         第四次計画のポイントとして、学校図書館司書との連携とありますので、学校

の図書館司書教諭と学校図書司書と協力しながら本の購入の仕方について

色々と考えてくださっていると思いますが、このように計画の中で定めて進め

られる部分もあると思うので、計画的に読書に力を入れようとしているこの時

期なので、積極的に推し進めていただきたいと思います。 

 

教育長      その他質疑はありますか。 

 

山田委員     よむゾーくん大賞についてです。H30年の参加者で 2,452人とありますが、 

         この数は、学校でとりまとめて出してくださるとか、集団の中で強制ではない

けれども、皆で出しましょうと言って提出しているところもあります。 

この学校は必ず毎年出てきているとか、こちらの学校は自由に出す子どもだけ

など、そういった傾向があるのかお伺いしたいです。 

         折角の試みなので、私の理想としては、小中学校の児童生徒に短い文章でも良

いので必ず出しましょうということで全員だすことができれば、本を読んで文

章を書くということが今まで提出してこなかった学校でも定着するのではな

いかと思いました。 

 

図書課長     R1 年度で応募人数 699 名と H30 年度に比べ減少しておりますが、ある学校は

300 人近く提出されていたところが 1 人になったということや、特定の学年が

毎年出てきていたものがなくなったなど、そうした理由がほとんどでした。今

後募集に関して学校図書館司書の力をお借りして、授業の中や学校の読書指導

の中でどう提出に繋げていくか模索していきたいと思います。 

 

教育長      その他質疑はありますか。 

 

山田委員     成人式についてですが、安全対策の中で、入場時の混雑を避けるため、記念品・

パンフレット・問診票（兼入場券）は事前配布するとありますが、事前に対象

者のところへ送るということでしょうか。 
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生涯学習課長   事前に対象者の方へ記念品をお送りし、当日受付で滞留することがないように

する対策として考えております。 

 

山田委員     そうしますと、参加する予定ではなかった新成人のところにも届くということ

ですね。１つお願いですが、フリータイムの時間を設けないということですが、

そういった時間がなくとも、自分達で集まるということが考えられますので、

大人が色々と感染対策をして、少しでも不安があれば中止ということとなって

も仕方がないということをしっかりと伝えたいということと、式典が終わった

後の時間の過ごし方が大切だということをアナウンスの中に入れていただい

ても良いかと思いましたのでお願いしたいと思います。 

 

生涯学習課長   今回はコロナ禍の中での特別な成人式ということで、色々な制約を設けざるを

得ないため、新成人の方には申し訳ないと思っておりますが、そこは特別な状

況であることを理解していただくために、案内文を出す時点で、健康チェック

などをしっかりしていただくということと、その重要性についてしっかりとア

ナウンスしていきたいと思います。当日成人式が終わったあとにつきましても、

そいういったことに触れることで、新成人としての自覚ある行動を求めていき

たいと思います。 

 

教育長      その他質疑はありませんか。ないようですので、それでは以上で本日の全日程

を終了しましたので、１０月定例会を閉会いたします。 

 

 

閉  会      午前１１時４５分 


